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新
会
長
挨
拶

岩
﨑

　
浩
司

　
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
28
年
４
月
よ
り
、
桶

川
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
絡
協
議
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
よ
り
６
名
の
新
人
を
迎
え
23
名

で
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。
今
年
度
事
業
が
す
で
に
始
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
シ
ニ
ア
初
心
者
バ
ス
ハ
イ
ク
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
教
室
と

開
催
出
来
た
の
も
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
か
ら
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
役
割
と
し
て
、
平
成
23
年
８
月
に
制
定
さ
れ

た
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
」
の
制
定
、
平
成
24
年
４
月
「
ス
ポ
ー
ツ

基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
幸
福
で
豊
か
な
生

活
を
営
む
こ
と
は
す
べ
て
の
人
々
の
権
利
で
あ
る
と
さ
れ
、
ス
ポ

ー
ツ
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や
地
域
社
会
の
再
生
、
心
身
の
健

康
の
保
持
増
進
、
社
会
・
経
済
の
活
力
の
創
造
、
国
の
国
際
的
地

位
の
向
上
等
国
民
生
活
に
お
い
て
多
面
に
わ
た
る
役
割
を
担
う
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
役
割
を
担
う
為
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

に
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
シ
ニ
ア
世

代
以
外
に
次
世
代
の
方
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
取
り
組
み
も

積
極
的
に
行
い
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
活
動
の
中
心
的
役
割
を
担

っ
て
い
き
ま
す
。

新
任
・
退
任
紹
介

　
平
成
28
年
度
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
職
員
は
小
島
輝
夫
課
長
が
新
た

に
着
任
さ
れ
、
樋
口
敦
俊
主
任
が
留
任
、
蓮
見
明
久
主
事
と
片
山

大
夢
主
事
補
も
新
た
に
着
任
さ
れ
て
４
人
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

推
進
委
員
の
メ
ン
バ
ー
も
８
人
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
６
人
の

方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

大
沼
　
忠
儀
　
19
期
38
年

竹
本
　
静
子
　
17
期
34
年

藤
井
　
豊
美
　
７
期
14
年

中
村
　
節
子
　
７
期
14
年

天
沼
　
好
弘
　
３
期
６
年

柏
　
　
直
樹
　
２
期
４
年

米
山
　
由
来
　
１
期
２
年

清
水
　
大
輔
　
１
期
２
年

　
皆
さ
ん
永
年
に
わ
た
り
、
率
先
し
て
行
事
に
取
り
組
ん
で
頂
き
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
メ
ン
バ
ー
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

和
久
津
正
樹

　
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
は
、
陸
上
競
技
と
野
球
で
す
。
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

加
藤

　
元
一

　
研
修
会
や
諸
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
自
己
研
鑽
す
る
事

で
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
の
資
質
を
高
め
貢
献
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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小
川

　
　
茂

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
合
い
、

自
分
自
身
も
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
の
方
々
の
健
康
づ
く
り

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

寺
山
　
直
美

　
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
多
く
の
方
々
に
伝
え
て
い
け
る
様

頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
井
　
由
紀

　
み
な
さ
ま
と
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん

で
い
き
た
い
で
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

松
﨑
　
恵
美

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
親
睦
を
深
め
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
右
か
ら
）

小
島
課
長

樋
口
主
任

蓮
見
主
事

片
山
主
事
補

（
右
か
ら
）

新
井
／
松
﨑
／
和
久
津

寺
山
／
小
川
／
加
藤
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前
会
長
挨
拶

大
沼

　
忠
儀

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
本
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
定
年
退
任
い

た
し
ま
し
た
。

　
昭
和
53
年
４
月
１
日
付
け
に
て
、
桶
川
市
体
育
指
導
委
員
に
任

命
さ
れ
、
以
来
38
年
に
渡
り
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
任
時
の
桶
川
市
教
育
委
員
会
は
道
祖
土
教
育
長
、
保
健
体
育

課
長
は
武
藤
克
己
氏
で
、
体
育
指
導
委
員
に
は
、
会
長
の
栗
原
祥

師
氏
を
始
め
に
、
桶
川
市
ス
ポ
ー
ツ
の
代
名
詞
土
田
初
太
郎
氏
、
陸

上
の
江
尻
斉
氏
、
同
じ
く
池
田
元
一
氏
、
柔
道
の
村
田
四
郎
氏
、
国

鉄
の
秋
山
柳
吉
氏
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
須
田
広
志
氏
体
育
指
導
委
員

と
し
て
、
体
育
協
会
と
し
て
一
番
永
く
ご
一
緒
さ
せ
て
戴
い
た
元
会

長
の
加
藤
弘
氏
、
ま
た
同
期
と
し
て
加
納
の
岸
野
延
夫
氏
、
剣
道
の

手
塚
哲
男
氏
等
々
、
桶
川
市
の
錚
々
た
る
著
名
な
方
々
で
、
み
な
さ

ん
が
自
己
主
張
の
で
き
る
実
力
者
揃
い
で
、
体
指
会
議
も
活
発
議
論

の
場
で
あ
り
、
私
も
体
育
指
導
委
員
と
し
て
諸
先
輩
方
に
育
て
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
保
健
体
育
課
で
は
の
ち
の
ち
桶
川
市
民
に
と
っ
て
、
教
育
委
員
会

の
顔
の
よ
う
な
存
在
に
な
る
新
卒
３
年
目
の
斎
藤
勝
美
氏
が
新
し
い

風
を
吹
か
せ
、
こ
の
年
ご
ろ
か
ら
新
規
事
業
（
夜
行
日
帰
り
の
尾
瀬

バ
ス
ハ
イ
ク
、
２
泊
３
日
の
千
葉
岩
井
海
岸
小
学
生
臨
海
ス
ク
ー
ル
、

同
じ
く
小
学
生
の
２
泊
３
日
三
峰
キ
ャ
ン
プ
、
後
に
群
馬
県
野
反
湖

に
変
更
、
夜
～
朝
ま
で
の
、
桶
中
～
上
尾
～
北
本
～
桶
中
と
荒
川

土
手
お
月
見
ハ
イ
キ
ン
グ
、
一
般
対
象
の
水
泳
教
室
、
一
般
対
象
の

長
期
６
か
月
間
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
を
年
２
回
、
一
般
対
象
卓
球
教

室
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
、
ペ
タ
ン
ク
、
ラ
ケ
ッ

ト
テ
ニ
ス
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
々
、
年
ご
と
に
拡
大
を
続
け
県
内
で
断
ト

ツ
の
事
業
実
績
を
上
げ
、
斎
藤
氏
と
も
意
気
投
合
し
、
充
実
し
た
体

育
指
導
委
員
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
流
れ
も
保
健
体
育
課
榎
本
隆
彦
氏
に
引
き
継
が
れ
、
前

記
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
４
種
目
は
連
盟
、
協
会
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

　
榎
本
氏
に
は
、
斎
藤
氏
同
様
に
懇
意
に
し
て
い
た
だ
き
若
き
日
の

楽
し
い
思
い
出
を
数
多
く
作
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
次
期
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
を
更
に
充
実
さ
せ
る
で
あ
ろ
う

野
本
光
則
氏
、
小
島
輝
夫
氏
が
新
し
い
力
を
発
揮
し
且
つ
、
体
育

指
導
委
員
へ
の
理
解
と
お
気
遣
い
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
連
絡
協
議

会
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
榎
本
隆
彦
氏
が
課
長
と
な
り
戻
っ

て
き
ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
は
ど
の
自
治
体
も
財
政
緊
縮
へ
、
予

算
確
保
と
事
業
確
保
に
大
変
な
苦
労
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
６
月
議
員
立
法
に
よ
り
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
」
が
制
定

さ
れ
、
８
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。（
桶
川
市
で
は
24
年
１
月
１
日

よ
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
な
る
）

　
こ
の
年
よ
り
埼
玉
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
副
会
長
を
受
け
、

協
議
会
の
改
革
を
託
さ
れ
、
各
市
町
村
の
負
担
金
の
見
直
し
、
規
約

の
改
正
、
県
協
議
会
50
周
年
記
念
事
業
、
ま
た
、
県
体
育
協
会
の

プ
ラ
チ
ナ
キ
ッ
ズ
に
も
携
わ
り
、
桶
川
市
の
活
動
と
は
違
っ
た
経
験

を
し
、
最
後
４
年
間
も
充
実
し
た
推
進
委
員
で
し
た
。

　
38
年
間
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
締
め
く
く
り
、
前
島
富
雄
教
育

長
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
の
最
後
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
、
野
口
誠
一
様
、
１
年
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
多
大
な
お
気
遣
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
初
田
和
樹
様
、
い
ろ
い
ろ
多
く
の
我
が
ま
ま
を
聞
い
て
戴
い
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
27
年
８
人
が
退
任
し
ま
し
た
が
、
竹
本
静
子
様
、
34
年
間
大
変

お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
美
味

し
い
料
理
、
舌
が
覚
え
て
い
ま
す
。

　
中
村
節
子
様
、
藤
井
豊
美
様
、
困
っ
た
時
の
ご
協
力
い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
お
二
人
に
は
、
一
期
前
に
退
任
さ
れ
た
野
武
ひ
さ
子
様
、
新
谷
眞

知
子
様
と
と
も
に
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
で

は
今
後
も
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。

　
ほ
ん
の
少
し
の
心
残
り
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
お
戻
り
の
小
島

輝
夫
課
長
と
仕
事
が
ご
一
緒
出
来
な
か
っ
た
こ
と
、
28
年
度
新
任
の

和
久
津
正
樹
様
、
加
藤
元
一
様
、
小
川
茂
様
、
松
﨑
恵
美
様
、
新

井
由
紀
様
、
寺
山
直
美
様
、
６
名
の
方
と
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し

て
関
わ
り
が
持
て
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　
今
期
は
23
名
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
が
、
2020
年
ま
で
の
ス
ポ
ー

ツ
環
境
の
変
化
と
そ
れ
以
後
の
推
移
を
鑑
み
て
、
障
が
い
の
あ
る
人

た
ち
を
含
め
た
、
桶
川
市
民
の
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
確
立
を
目

指
し
て
、
岩
﨑
浩
司
会
長
、
村
田
浩
太
郎
副
会
長
、
天
沼
夕
希
子

副
会
長
を
中
心
に
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
今
ま
で
以
上
に
研
修
を
積
み
、

資
質
の
向
上
を
計
り
、
尚
且
つ
自
身
が
楽
し
み
な
が
ら
新
し
い
連
絡

協
議
会
の
ご
活
躍
、
新
展
開
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
市
民
の
皆
様
、
多
く
の
先
輩
の
皆
様
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
の
皆
様
、
連
絡
協
議
会
の
皆
様
、
永
き
に
渡
る
、
ご
厚
情
、
ご

高
配
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前
副
会
長
挨
拶

竹
本

　
静
子

体
育
指
導
委
員
及
び

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
34
年
を
振
り
か
え
っ
て

　
思
い
お
こ
せ
ば
昭
和
57
年
４
月
に
桶
川
市
体
育
指
導
委
員
に
任

命
さ
れ
教
室
の
中
で
は
人
気
の
あ
り
ま
し
た
卓
球
教
室
を
主
に
担

当
し
ま
し
た
。
伊
奈
町
体
育
指
導
委
員
と
の
研
修
も
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
、
何
か
と
行
事
が
増
え
、
女
性
体
育
指
導
委
員
の
活
躍
の

場
が
増
え
た
時
期
で
し
た
。
ま
た
、
女
性
体
育
指
導
委
員
が
少
な

く
３
名
か
ら
５
名
へ
と
増
員
し
た
年
で
し
た
の
で
、
市
教
育
委
員

会
主
催
の
各
教
室
行
事
に
お
い
て
女
性
と
い
う
立
場
か
ら
の
参
加

は
大
変
で
し
た
。
当
時
の
市
民
バ
ス
ハ
イ
ク
は
年
２
回
実
施
し
て
、

お
り
、
尾
瀬
沼
大
清
水
や
富
士
山
ご
来
光
な
ど
、
夜
行
出
発
で
行

う
大
変
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
女
性
体
育
指
導
委
員
の
参
加
が
少

な
く
毎
回
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
市
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
中
で



－ 3－

平
成
28
年
度

関
東
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
大
会

山
梨
大
会
に
参
加
し
て

村
田
浩
太
郎

　
お
陰
様
で
、「
関
東
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
表
彰
」
を
受

賞
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
体
育
指
導
委
員
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
と
な
ん
と
か
22
年
間
続
け
て
来
ら
れ
た
事
で
表
彰
し
て
頂
け
た

よ
う
で
す
。
関
東
大
会
や
全
国
大
会
は
、
平
日
に
行
わ
れ
る
た
め

今
ま
で
は
、
参
加
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
賞
を
頂

い
た
こ
と
で
今
回
初
め
て
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
６
月
３
日
、
山
梨
県
の
野
外
音
楽
堂
の
「
河
口
湖
ス

テ
ラ
シ
ア
タ
ー
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
テ
ー
マ
は
、「
地
域

を
繋
ぎ
、
地
域
を
生
か
し
、
地
域
を
元
気
に
」
日
本
航
空
高
校
の

ダ
ン
ス
と
吹
奏
楽
で
開
会
、
表
彰
式
は
埼
玉
県
か
ら
11
名
、
関
東

か
ら
87
名
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
、
ピ
ン
ク
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
？
の

飯
田
忠
子
関
東
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
会
長
よ
り
一
人
ず
つ

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
【
記
念
講
演
】、【
基
調
講
演
】【
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】
と
進
み
パ
ネ
リ
ス
ト
の
義
足
で
2.03
メ

ー
ト
ル
を
跳
ぶ
鈴
木
徹
（
筑
波
大
学
大
学
院
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

走
り
高
跳
び
日
本
代
表
）
が
、
印
象
に
残
り
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
活
躍
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ミ
ニ
バ
レ
ー
教
室

　
前
期
、
５
月
９
日
～
６
月
13

日
　
毎
週
月
曜
日
全
６
回
16
名
　

桶
川
東
中
、
後
期
、
６
月
16
日

～
７
月
21
日
　
毎
週
木
曜
日
全

６
回
26
名
　
桶
川
サ
ン
・
ア
リ

ー
ナ
（
サ
ブ
）
に
て
ミ
ニ
バ
レ

ー
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
４
日
に
開
催
さ
れ
る
第

10
回
市
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
に

向
け
て
皆
さ
ん
一
生
懸
命
に
プ

レ
ー
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で

大
会
当
日
が
と
て
も
楽
し
み
で

す
。

は
女
性
に
と
っ
て
は
特
に
大
変
な
秩
父
三
峰
神
社
及
び
群
馬
県
六

合
村
野
反
湖
の
少
年
少
女
体
験
キ
ャ
ン
プ
や
千
葉
県
岩
井
海
岸
で

開
催
し
た
少
年
少
女
臨
海
ス
ク
ー
ル
は
今
で
も
心
に
残
っ
て
お
り

ま
す
。
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
が
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
毎
日
の
よ
う
に
通

い
多
種
多
様
な
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
を
育
成
し
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
方
か
ら
慕
わ
れ
な
が
ら
今
で
は
私
の
生
き
が
い
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
永
い
間
私
を
何
か
と
支
え
て
頂
き
ま
し
た
仲
間
の
皆
さ

ん
誠
に
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　
一
日
目
が
、
終
わ
り
皆
が
席
を
立
ち
始
め
る
と
「
ち
ょ
っ
と
お

待
ち
下
さ
い
。
皆
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。」
と
放
送

が
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
の
後
ろ
の
壁
と
天
井
が
徐
々
に
開
い
て
富
士

山
が
真
正
面
に
姿
を
現
し
ま
し
た
。
６
月
４
日
は
、
ハ
イ
ラ
ン
ド

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
て
行
わ
れ
た
第
一
分
科
会
：
研
究
協
議
に
参

加
し
ま
し
た
。
事
例
の
発
表
の
後
、
他
県
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

と
の
グ
ル
ー
プ
討
議
、
活
動
状
況
の
交
換
を
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、

賞
を
頂
い
た
事
で
、
大
会
に
参
加
で
き
と
て
も
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
な
か
な
か
満
足
し
た
活
動
が
出
来

ま
せ
ん
が
、
お
役
に
立
て
る
間
は
、
少
し
で
も
永
く
続
け
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
28
年
度

　
総
会･

推
進
委
員
研
修
会

　
４
月
17
日
桶
川
市
仮
庁
舎
に
て
、
午
前
は
推
進
委
員
の
研
修
会
、

午
後
は
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
、
埼
玉
県
県
民
生
活
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
主
査
相

原
博
和
氏
を
講
師
に
迎
え
「
今
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
初
に
現
在
の
埼
玉
県
の
ス
ポ
ー
ツ
（
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
設
置
、
児
童
の
体
力
テ
ス
ト
、
国
民
体
育
大
会
等
）
の

現
状
を
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
説
明
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
は
、
地
域
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

の
「
推
進
役
」、
行
政
と
地
域
住
民
と
の
「
調
整
役
」。
そ
し
て
推

進
委
員
に
期
待
す
る
役
割
は
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
自
覚
と
熱
意
、
指
導
・
助
言
力
向
上
の
た
め
の
研
修
と
資
格

の
習
得
等
、
課
題
は
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

北
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
修
会

　
６
月
11
日
（
土
）
桶
川
市
の
主
管
で
桶
川
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
内

の
施
設
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
桶
川
市
か
ら
小
池
、
山
下
、
渡
辺
推
進
委
員
が
、
功
労
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
実
技
研
修
は
、
桶
川
市
健
康
体
操
と
桶
川
市
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
、
新
谷
眞
知
子
講
師
に
よ
る
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
当
日
参
加
し
た
47
名
の
推
進
委
員
が
全
員
笑
顔
で

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

前
期
シ
ル
バ
ー
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
５
月
10
日
～
６
月
７
日
ま
で
毎
週
火
曜
日
全
５
回
の
教
室
が
、

桶
川
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
初
め
に
準
備
運
動
と
し
て
「
オ
ケ
ち
ゃ
ん
健
康
体
操
」
な

ど
で
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。
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湯
の
丸
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

　
６
月
19
日
（
日
）、
バ
ス
２
台
に
て
一
路
上
信
越
高
原
国
立
公

園
の
「
湯
ノ
丸
山
」
の
眺
望
と
、
天
然
記
念
物
の
「
レ
ン
ゲ
ツ
ツ

ジ
」
を
期
待
し
て
地
蔵
峠
に
向
い
ま
し
た
。

　
地
蔵
峠
駐
車
場
→
湯
の
丸
ス
キ
ー
場
→
つ
つ
じ
平
→
遭
難
防
止

の
鐘
→
湯
ノ
丸
山
山
頂
→
烏
帽
子
岳
分
岐
→
湯
の
丸
キ
ャ
ン
プ
場

→
地
蔵
峠
駐
車
場
ま
で
の
コ
ー
ス
で
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
か
ら
急
な
登
り
で
し
た
が
30
分
程
で
「
つ
つ
じ
平
」

に
到
着
。
鮮
や
か
な
朱
色
に
咲
き
誇
る
「
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
」
の
大

群
落
を
満
喫
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
遭
難
防
止
の
鐘
を
鳴
ら
し
、
山
頂
ま
で
は
更
に
険
し
い
登
り
が

続
き
ま
し
た
が
、笹
の
間
か
ら
顔
を
覗
か
せ
る
「
コ
マ
ク
サ
」「
イ

ワ
カ
ガ
ミ
」
等
の
高
山
植
物
や
谷
間
か
ら
「
ウ
グ
イ
ス
」
の
囀
り

に
癒
さ
れ
な
が
ら
登
頂
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
山
頂
は
ガ
レ
地
で
遮
る
物
が
何
も
無
く
360
度
見
渡
せ
る
大
パ
ノ

ラ
マ
、
少
し
霧
が
出
て
い
た
の
で
、
残
念
な
が
ら
期
待
し
て
い
た

白
馬
三
山
か
ら
の
北
ア
ル
プ
ス
全
貌
を
見
る
事
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
烏
帽
子
岳
や
登
っ
て
来
た

道
を
振
り
返
る
と
篭
の
登
山
に
隠
れ

て
い
た
浅
間
山
も
見
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

　
山
頂
で
昼
食
を
摂
り
、
天
候
の
変

化
も
気
に
な
り
ま
し
た
の
で
少
し
早

め
に
下
山
す
る
事
に
し
ま
し
た
。
途

中
か
ら
雨
天
に
な
り
、
急
な
下
り
に

加
え
て
滑
り
や
す
い
状
況
で
し
た
が

無
事
下
山
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

南
部
支
部
北
地
区

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
絡
協
議
会

野
外
活
動
指
導
者
研
修
会

　
８
月
６
・
７
日
の
２
日
間
、
上
尾
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
絡

協
議
会
主
管
に
よ
る
野
外
活
動
指
導
者
研
修
会
（
上
尾
市
・
北
本

市
・
桶
川
市
、
参
加
者
38
名
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
場
と
な
っ
た
新
潟
県
南
魚

沼
市
塩
沢
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で

ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。

１
チ
ー
ム
５
人
８
班
に
分
か
れ
対
抗

戦
の
チ
ー
ム
制
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
ド
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
で
は
１

段
目
２
段
目
３
段
目
、
全
て
の
バ
ー

に
ボ
ー
ル
を
引
っ
掛
け
た
後
に
、
全

員
で
バ
ー
の
周
り
を
１
周
走
り
タ
イ

ム
を
競
う
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
賞

も
出
る
た
め
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
石
打
丸
山
ス
キ
ー
場

ま
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

雪
景
色
で
は
な
い
石
打
丸
山
の
景
色

も
綺
麗
で
し
た
。

　
ま
た
、
３
市
で
の
情
報
交
換
も
出

来
今
後
に
生
か
せ
る
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

編
集
後
記

　
下
半
期
の
行
事
も
多
数
予
定
し
て
お
り
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
委
員
：
岩
田
真
一
、
田
坂
め
ぐ
み
、
長
島
房
子
、
山
下
智

弘
、
小
池
尚
道
、
木
村
恭
子
、
加
藤
元
一

マ
ッ
ク
ラ
滝
シ
ニ
ア
初
心
者
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ

　
５
月
29
日
（
日
）、
日
光
霧
降
高

原
の
マ
ッ
ク
ラ
滝
シ
ニ
ア
初
心
者
バ

ス
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
当

初
計
画
は
龍
王
峡
で
し
た
が
、
コ
ー

ス
途
中
が
通
行
止
め
で
十
分
な
山
歩

き
が
出
来
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
急

遽
場
所
を
変
更
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
市
民
70
名
と
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

９
名
で
し
た
。

　
朝
７
時
に
桶
川
駅
西
口
を
大
型
バ

ス
で
出
発
し
、
現
地
駐
車
場
に
９
時
半
に
着
き
ま
し
た
。
10
時
頃

か
ら
歩
き
始
め
、
霧
降
の
滝
、
丁
字
滝
、
玉
簾
滝
、
マ
ッ
ク
ラ
滝

を
周
遊
す
る
コ
ー
ス
で
、
昼
食
を
含
め
約
４
時
間
の
ハ
イ
キ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な
日
差
し
の
下
、
新
緑
と
沢
の
流

れ
や
藤
の
花
も
多
く
見
ら
れ
、
み
ご
と
な
滝
を
見
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
場
所
が
変
わ
っ
て
残
念
と
言
う
声
も
有
り
ま
し
た
が
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
満
足
し
て
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
帰
路
は
渋
滞
も
無
く
予
定
よ
り
早
め
の
17
時
少
し
過
ぎ
に
駅
前

に
到
着
出
来
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
後
半
は
雨
天
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
80
名
の
皆
様
お

疲
れ
様
で
し
た
。

　
そ
の
後
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
、
ラ
ダ
ー
ゲ

ッ
タ
ー
、
デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、
室
内
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
１
回
に
１
～
２
種
目
ず
つ
体
験
し
ま
し
た
。
48

名
の
参
加
率
は
９
割
超
と
毎
回
楽
し
み
に
参
加
し
て
下
さ
る
方
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
し
て
今
回
注
目
し
た
い
の
が
初
登
場
の
ス
ク
エ
ア
ス
ッ
プ
で

す
。

　
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
の
体
力
づ
く
り
に
適
す
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

す
が
、
40
個
の
正
方
形
が
並
ん
だ
マ
ッ
ト
の
上
で
足
踏
み
（
ス
テ

ッ
プ
）
す
る
だ
け
の
運
動
で
す
。
一
見
簡
単
に
見
え
ま
す
が
、
そ

の
ス
ッ
テ
プ
パ
タ
ー
ン
は
様
々
な
難
易
度
で
100
種
類
以
上
と
い
つ

の
間
に
か
夢
中
に
な
る
魅
力
あ
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
、
脳
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
も
な
る
と
好
評
の
よ
う
で
し
た
。
今
後
ま
た
後
期
教

室
や
大
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。


